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　第2期地域福祉保健計画の中でも、地域における担い手の不足は課題となっていました。そこ

で地域ケアプラザと区役所が連携し、担い手の確保や地域の活性化を図ることを目的に、地域ケ

アプラザごとに「地域づくりデビュー講座」を実施しました。実施に当

たっては、どのような活動が求められているのかなど地域のニーズを

把握し、講座終了後のデビュー先を確保するなど、実際の活動に結び

つくよう工夫しました。

　沢渡三ツ沢地域ケアプラザで実施した「パン屋さんに学ぶパン作り

教室」は、地域で行われているサロン「すみれカフェ」で、「コーヒーに添えてパンを提供したい」と

の民生委員・児童委員の声を受け、開催したものです。

　講座の開催にあたっては、地域のパン屋さんに講師をお願いし、

5回の講習・実習と自主練習を経て、「すみれカフェ」3か所にパンを

持っていくことができました。現在も、継続してパンやお菓子を届

けており、地域のボランティアとして活躍しています。

　今回開催された地区別計画策定懇談会では、どの地区でも次の世代の担い手が課題という話

が出ました。でも「役員はちょっと…」「気軽なところから活動を始めたい」などという声は大き

く、区民意識調査でもその傾向は顕著に表れています。そのような中、若い世代を地域活動へ「つ

なぐ」取組を行っている自治会町内会があります。

　白幡向町町内会では、夏祭りのお神輿の担ぎ手や年末の餅つきなどの応援等を子ども会に参

加している親などを中心に声掛けし、「向町応援隊」を結成しました。３０～５０歳台の男性を中

心にさまざまな町内会活動を助ける存在となっています。

　また、ガーデン山自治会では、10年以上前から役員の高齢化が課題となっていました。そこで、

地域の若い担い手が地域活動に入り込む機会として、自治会員の中からボランティアで活動し

てもらうために「ガーデン山催事委員会」を立ち上げました。現在では、男女合わせて25名が円滑

に自治会催事をリード、サポートしています。催事が活性化すればするほど、若い世代が参加し

やすい環境が生まれます。お祭りや催事を活用して、若い世代が活躍できる機会を増やす工夫も

必要となっています。

　地域には、勤めていて平日は時間の制約があるけれど、土日のちょっとしたお手伝い等には参

加したいと考えている若い担い手がいます。少しの力も集まれば大きな力になります。みなさん

の力を地域で発揮してみませんか。

≪具体的な取組≫

◎区ボランティアセンター、地域ケアプラザのコーディネート機能の充実（区社協、地域ケアプラザ）

◎民生委員・児童委員、保健活動推進員などの交流会や研修会の充実（区、区社協）

◎担い手同士をつなぐ「かめっ子交流会」や「かめっ子全体研修会」、「こんにちは赤ちゃん訪問事業意見交換

会」等の開催（区、地域子育て支援拠点「かなーちえ」）

★サロンの運営の充実と連携を図るための「サロン連絡会」（仮称）の開催（区社協）

●地域活動の担い手となっている方々を応援することに加え、幅広い区民の参加を促し活動のすそ野を広げ

ていくことが重要です。

●各地区で開催した地区懇談会で「次世代の担い手が不足している」という声が多く出されました。

●担い手として幅広い区民の参加を得るには、支援する公的機関（区ボランティアセンター、地域ケアプラ

ザ、区民活動支援センターなど）が連携を深め、協力することが求められています。

●効果的な担い手育成につながるよう、活動の担い手に関する現状把握や分析、ニーズ把握等を行い、意欲の

ある人を実際の活動につなげていくための支援や取組が必要です。

●地域ではさまざまな活動が行われており、その活動をさらに充実するためには、お互いが情報を共有した

り、担い手同士がつながるような機会が必要です。

≪具体的な取組≫

★ボランティアや担い手に関する現状分析とニーズ調査の実施（区、区社協、区民活動支援センター）

★地域活動やボランティアの実践講座等を大学や専門学校との連携事業として実施（区、区社協）

★高校や大学内でのボランティアセンターの設置の働きかけ（区社協）

●地域とケアプラザで作る担い手育成～地域づくりデビュー講座～

事例紹介

●担い手の広がりを目指して〜白幡向町町内会とガーデン山自治会〜

事例紹介

１　あらゆる世代の人たちが気軽に地域と関わる仕組みができ、福祉保健活動に

　 参加する人が増えています。

２　地域で活動する人たちがやりがいを持って活躍し、それぞれの活動が

　 つながることで、地域活動が活性化しています。

将来の目指す姿

①ボランティアや担い手に関する現状分析とニーズ把握を行い、効果的に担い手の育成につな

げ、組織化していきます。

②高校や大学、専門学校とコラボレーションした取組を行い、若い世代を地域のボランティア活

動等へつなげていきます。

①区ボランティアセンター、地域ケアプラザ、区民活動支援センターが連携して、ボランティア

の相談支援やコーディネートを検討します。

②地域で活動している人やボランティアなどの交流会や勉強会、研修等を行い、スキルアップに

つなげます。

柱 3 地域を支える人材を支援する仕組みづくり

基本目標 ３－①：さまざまな人たちが地域と関わる仕組みづくりを進めます

1  地域人材の育成

2  地域を支える人材の活動支援

現　状

5年間の取組の方向性

4 区計画
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